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蹴（
福
寺
巾
金
堂
前
の
的
能
台
石

間（
福
寺
中
金
堂
の
前
の
階
段
の
最
下
段
よ
り

南
に
5
m
の
と
こ
ろ
に
燈
能
台
石
が
あ
り、

昭

和
担
年
2
月
に
寺
が
清
掃
し
た
。

そ
れ
が
八
弁

の
蓮
座
を
も
っ
花山
岡
岩
製
で
室
町
時
代
の
も
の

と
推
定
さ
れ
た
。

ま
た
別
に
そ
の
周
囲
に
一川
m

t
ω
m
の
凝
灰
岩
を
六
角
形
に
組
合
し
た、

径

幻
m
の
燈
能
台
石
下
の
布
石
も
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。

こ
れ
は
現
地
表
下
回
m
に
あ
り、

地

居
の
点
か
ら
創
建
時
で
は
な
く、

平
安
時
代
頃

の
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。


	page1

